ドウデンセイ センイ キンゾク サンカブツ ニカンスル デンキ カガクテキ ケンキュウ by マツモト, ヤスミチ et al.
Osaka University















































比較的高 い此表面積を有して おり, こ れを電極と して用 い た場合, 数10m A/cm2 の 高 い 酸素還元 電 流
密度 が得られる こと を見 い 出し て い る 0 ま た こ の 電極の 作動時間に伴う活性の低下は少をく, LaNiO3
が燃料電池用 酸素極として実用される可能性の ある ことを示して い る ｡
第6章で は結論と して , 以上 の 各章で述 べ て きた電子導電性を有する遷移金属酸化物の 電気化学的
基礎特性 , お よび酸素還元触媒作用 に 関して総括して い る ｡
論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は常温で電子導電性を有する, 遷移金属の 各種酸化物を対象として こ れらの 電気化学的酸素
還元反応 に対する触媒能 に つ い て検討し, こ れを総合し統 一 的 に, 金属 の 酸化物に おける電子の バ ン
ド構造と触媒活性との 関連を考察 して
, 独創的を結論を導き , さらに こ の結論を新 し い 酸素還元用電
極触媒の 開発に よ っ て立証し た結果をま とめ たもの で , 次 の ごと き新し い 知見と結論を得て い る ｡
遷移金属酸化物の 内で ペ ロ ブ ス カイ ト型構造をとる酸化物の 電極では
, 酸性電解液中で溶解やその
他の複雑な反応 が進行する が, ア ル カ リ性電解液中では電解液と接触する酸化物電極の 表層で , 電解
液と酸素イオ ン の 授受に よる電気化学的酸化還元反応 が進行する特異性を示すこ とを見 い 出して い る ｡
さらに こ の ペ ロ ブス カイ ト型構造を有する遷移金属酸化物電極上で の電気化学的酸素還元反応に対
して は, 酸化物表面の遷移金属イオ ン の eg 軌道 が最も重要なもの であり, 要する に そ の酸化物 が J 兼
バ ン ドを形成 し, し かも J米 バ ン ドに電子が存在する こと が, 高 い触媒活性をもた らす, とする新し い
独創的を結論を導 い て い る ｡ こ れ は例え ば燃料電池の 酸素極触媒 に関する重要な基礎特性を示すもの
である0 し かも本論文で は電気化学的酸素還元用触媒として新しくLaNiO3 を開発 し, こ れ に つ い て
詳細を検討を行 っ て上記の 結論を実証して い る｡
以上の 結果は学術的 にも工業的に も電気化学の 発展に貢献すると ころ大で ある ｡ よ っ て本論文は博
士論文と して価値あるもの と認め る ｡
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比較的高い比表面積を有しており，これを電極として用いた 合，数 0A/cm2の高い 流
密度が得られることを見い出している O またこの電極の作動時間に伴う活性の低下は少なく ，La 03 
が 酸 として実用される可能性のあることを示している O
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